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研究成果の概要（和文）：　本研究課題による研究代表者による直接的な主要成果は以下のとおりである。
渡邊啓貴監修・編著　中公出版『ユーラシアダイナミズム』「はじめに」「欧州安全保障体制」に研究成果の概
要はまとめられている。
　主査と分担者の大部分が本研究計画の一環としてかかわった代表的成果としては、グローバルガバナンス学会
編『ウクライナ戦争とグローバル・ガバナンス』(中村・小尾・首藤責任編集)がある。また、グローバル・ガバ
ナンス学会や(公財)日本国際フォーラムなどと協力しながら、オンラインを含め国内外の学会発表などを行う機
会を多く持ち、議論を重ねることにより、研究成果を広く伝えることができた。

研究成果の概要（英文）：　The following are the direct major results by the principal investigators 
from this research project.The outline of the research results is summarized in "Introduction" and "
European Security Regime," in "Eurasian Dynamism," edited and supervised by Hirotaka Watanabe, Chuko
 Publishing Co.
　A representative work in which the project leader and most of the contributors were involved as 
part of this research project is "The Ukraine War and Global Governance," edited by the Japan 
Society for Global Governance (Nakamura, Koo, and Suto, eds.).In cooperation with the Japan Society 
for Global Governance and the Japan Forum on International Relations (JFIR), we have had many 
opportunities to present and discuss our research findings at domestic and international 
conferences, including online, and have been able to disseminate them widely.

研究分野：国際関係論

キーワード： 国際秩序　ユーラシア　グローバルガバナンス　パワーポリティックス
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 21世紀に入って国際秩序が中露の復活により大きく変化していく中で、大国関係が大きく変容している。とく
にコロナ禍、ロシアのウクライナ侵攻による世界とユーラシア大陸全体の構造的変容が顕著になってきている。
　そうした中で、ユーラシアの変貌する国際秩序を勢力圏の分類によるパワーポリティックスとそれをさらに広
く包摂するグローバル・ガバナンスの立場からの上記成果は今後の国際社会の変容の方向性と意義についての理
解に大きなヒントを与える示唆に富むものである評価できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１． 研究開始当初の背景 
 
 多極化する世界の中で市民社会の活動は各国別に論じることはできなくなっている。国
内社会と国際社会の壁は低くなりつつある。経済や科学技術分野でのそうした傾向は著し
い。しかし政治・人的交流などでは体制やイデオロギー・宗教上の問題からそうした壁は実
際にはそう簡単には崩壊していない。パワーポリティックス的な米中ロ関係にみられる大
国間関係、国際連合に代表される国際組織の多国間関係、個別の市民団体などの領域におけ
る民間交流による相互依存関係など多くのパイプがあるのが現代国際社会の特徴だが、ど
れか一つの視点からのアプローチで問題が解決する時代ではない。 
 
そうした中でグローバル・ガバナンス学会の主要メンバーで、「変貌する大国間関係・グ
ローバル市民社会の交錯とグローバル・ガバナンス」というテーマに沿って、多角的研究を
とおして行われた本研究計画は今日の国際社会の理解に重要な分析枠組みと方向性を示唆
することになると考えられた。 
 
２． 研究の目的 
 
大国関係と市民社会の関係性をグローバル・ガバナンスの広い視野から再考すること。現
状では大国間関係は市民社会の自由で民主的な活動を阻むこともあるし、市民社会の民主
的活動が国家の外交と重なる形で影響力を発揮することもある。そうした実態を把握する
ことが第一の目的だった。各自の研究領域におけるケーススタディを通して行う点が本研
究計画の意図であった 
 
３． 研究の方法 
 
 方法論的には多分野を包括し、分析対象のアクターも多様であるので、統一的な方法論は
なかなか見出させなかったが、共通テーマの下に議論していくと、方法論的な違いは分かり
やすくなった。参加者全員ではないが、グローバル・カバナンス学会の研究会や年次研究大
会、日本国際フォーラムなどとタイアップした共同研究を通して研究発表を重ねることに
よって議論を深めていった。 
 研究期間内は、グローバルガバンス学会研究会の中で行うことが多くなり、第 7・8回
研究会(2018 年 10 月 7日、12月 22 日）は分担者中村登司哉所属の 1名古屋大学、第 10 回
(2020年1月11日）は主査渡邊の所属する帝京大学八王子キャンパスで研究会を実施した。 
 
しかしコロナ禍のために活動は一旦停止しなければならなかった。研究活動が再開され
た第 11 回 研究会(2021 年 4 月 18 日)からはオンラインで研究開始を行うようになり、本
研究計画実施期間内最後の研究会は第 19 回 2024 年 2 月 27 日大澤 傑（愛知学院大学文学 
部）を招いて「『民主主義対権威主義』は現代国際政治を説明できるか」という論題で議論
した。大体研究機関 6年以内に年にコロナ禍の一年余の中断期間は あったが、13 回の研究
会を組織できたので、各年平均 2-3 回は定期的に独自の研究会合を開催することができた。  
 
４． 研究成果 
  
したがって、本研究企画の成果は、各人がグローバル・ガバナンス学会やほかの研究グ
ループとの協力による研究成果がある。 
主査の例でいえば、渡邊が日本国際フォーラム(JFIR)のユーラシア研究プロジェクトと
欧州研究プロジェクトの代表となっていたので、科研研究分担者のうち福田 耕司・中村
登司哉・宮脇昇ら本研究計画の分担者も加わって年に 3-5 回研究会合を 2018 年から 23年
にかけて実施した。 その成果は各自学会誌などの論文や書籍で発表してきた。たとえ
ば、渡邊啓貴監修『ユーラシア・ダイナミズムと日本』(JFIR World Review no 1 
2018) 、『欧州のリアル』（JFIR World Review no4 2021）などがある(後述の研究分担者の
業績参照)。 
 
また大きな成果として、アフガニスタンからの米欧大国の撤退やウクライナ戦争をめぐ
る各国のアプローチをまとめた渡邊啓貴監修・編著『ユーラシアダイナミズムと日本』中央
公論新社 2022 年、また米中ロ EUの対応、国際秩序や規範、避難民・人の移動など大国関
係と広範な市民社会の実態を念頭に置いてウクライナ戦争を多角的にとらえた研究、グロ
ーバルガバナンス学会編『ウクライナ戦争とグローバル・ガバナンス』(中村・小尾・首藤
責任編集)2024 年を出版した。 



 
 
これらの成果文書には、研究主査と 分担者の大部分が執筆している。研究期間内の成果
の集大成となっている。 
また後述の研究成果業績にあるように海外も含めて主査と分担者は研究報告をしてきた。 
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Compositeness and Structural Changes in International Relations

The Study of Global Governance 1-17

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Satoshi Oyane Vol.7
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
日美経貿摩擦的政治解決過程ー兼論与中美経貿摩擦的比較ー

中国社会科学院日本研究所・中華日本学会『日本学刊』 127-158

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
大矢根聡 第179期５
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ASEANの高等教育ネットワークの進展と課題

学術の動向 36-40

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
首藤もと子 第25巻第9号
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
労働移動をめぐるASEANの地域ガバナンスー制度化の進展と課題

グローバル・ガバナンス 33-53

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
首藤もと子 第6号
 １．著者名



2021年

2019年

2019年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
日本の国際政治学―仕切られた対話からの共創？―

国際政治 81-96

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
大矢根聡 199号
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ベルリンの壁崩壊30年、岐路に立つ欧州

外交 54-59

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
渡邊啓貴 58
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
メイ首相、涙の辞任表明

エコノミスト 36-37

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
渡邊啓貴 2019.6.11
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ドイツのインド太平洋戦略―米中対立と対中経済連携の狭間で

国際安全保障 1-18

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
中村登志哉 第48巻第4号
 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
アメリカにおける再生可能エネルギー市場の構築と気候をめぐるグローバル・ガバナンス

グローバル・ガバナンス 13-32

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
小尾美千代 第6号
 １．著者名

10.17265/2328-2134/2020.02.002

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
France’s Strategy on Migration Issues in the Mediterranean

International Relations and Diplomacy 45-54

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Kazunari Sakai、Gilles Ferragu 8
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
"CSO-Government Partnership: Lessons from the  Canadian Experience"

国際交流研究 61-88

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Akio Takayanagi 21号
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
労働移動をめぐるASEANの地域ガバナンス

『グローバル・ガバナンス』 33-53

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
首藤もと子 第6号
 １．著者名



2020年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The 160th Anniversary of Franco-Japanese Diplomatic Relations: How France Discovered Japonisme

web  Discuss Japan    September  2018 1-5

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Hirotaka Watanabe no 49
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The new Japonisme: From international cultural exchange to cultural diplomacy; Evaluating the
influence of cultural activities on diplomacy

web  Discuss Japan    September  2018 1-5

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Hirotaka Watanabe no 50
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ユーラシアから見た国際政治

JFIR World Review 2018  6-24 6-24

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
渡邊啓貴 1
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Reviewing the Twenty Years of Japan's "Human Security": From Elusive Theory to Sharp Practice

アジア太平洋討究 93-104

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Sachiko Hirakawa 39
 １．著者名



2019年

2018年

2018年

2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
カナダのJ.トルドー政権のフェミニスト国際援助政策と市民社会パートナーシップ

国際交流研究 137-158

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
高柳彰夫 21
 １．著者名

10.1080/24761028.2018.1553227

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Patterns and views of China’s public diplomacy in ASEAN countries: focusing on Confucius
Institutes

Journal of Contemporary East Asia Studies 124～148

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Shuto Motoko 7
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
「Brexit 以後の欧州政治情勢とEU改革の行方」

『英国のEU離脱とEUの未来-英国は何故EUからの離脱を選択したのか』21世紀研究所 133ー155

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
福田耕治 -
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
地域包括ケアのための「時間銀行」による予見的ガバナンス

公益学研究 1-12

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
福田耕治 18
 １．著者名



〔学会発表〕　計46件（うち招待講演　12件／うち国際学会　13件）

2022年

2023年

2022年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

The 15th ASEAN Forum on Migrant Labour (AFML) Meeting（招待講演）

Special Session of ASEAN Committe on the Implementation of the ASEAN Declaration of the Rights of Migrant Workers (ACMW)（招
待講演）

日本国際政治学会 2022年度研究大会 分科会C-4 国連研究分科会

グローバル・ガバナンス学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Motoko Shuto

奥迫元

渡邊啓貴

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Follow-up Analysis of the ACMW Self-Assessment of the AFML recommendations

Follow-up Analysis of the ACMW Self-Assessment of the AFML Recommendations by referring to the Recommendations of the 15th
AFML in October 2022

グローバル・ガバナンスにおける国連の再定位―学際的規範研究の最前線

グローバル・ガバナンス学会の10年と研究の課題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Motoko Shuto



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本防衛学会 第1回オンライン研究分科会

グローバル・ガバナンス学会

グローバル・ガバナンス学会

Multi-stakeholder Forum on Civil Society-Government Partnership in Development Cooperation: Overview and Prospect
（Coorganized by Taiwan Foundation for Democracy and TaiwanAID）（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

渡邊啓貴

福田耕治

首藤もと子

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Akio Takayanagi

 ３．学会等名

 ３．学会等名

「米中対立とその展望」

国際行政学とグローバル・ガバナンス論、そして学会への期待

COVAXの役割とグローバル・ガバナンスの課題

DAC Recommendation on Enabling Civil Society in Development Co-operation and Humanitarian Assistance: Its Implications for
Taiwan and Japan



2021年

2021年

2020年

2020年

 ２．発表標題

日本国際政治学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Political Science Association, 26th World Congress of Political Science（国際学会）

CHIR-JAPAN(日本国際関係史学会)

国際安全保障学会

渡邊啓貴

渡邊啓貴

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

坂井一成

第一次世界大戦後の世界

トランプ外交と米欧関係

地中海圏域における地域連携の交錯とフランス

From Low-carbon to Zero-carbon? - Socialization of the International Norm of Climate Change and the Role of the Private
Economic Actors in Japan

 １．発表者名
OBI, Michiyo

 ３．学会等名

 ２．発表標題



2020年

2021年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本平和学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Europe and Asia, 100 years of World Wars and Post-War Regional Collaboration and Good Governance (Online)（国際学会）

Motoko Shuto

首藤もと子

宮脇昇

宮脇昇

2020年度日本公益学会研究大会シンポジウム（オンライン）

Webinar on China-Japan-ROK Industrial Cooperation amid Global Spread of the COVID-19.（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

"ASEAN’s Governance of Labor Migration: Emerging Institutionalization of Tripartite plus Civil Society Organizations’
Forum

新型コロナウィルスと公益ー国際政治の視点から

A Different Corner: “Pandeconomy” without Pandemonium in NEA

COVID-19対策としての国境閉鎖　移動の自由と健康

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2021年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

国際開発学会第31回研究大会（国際学会）

Workshop, Civil Society Program, Asia Center, Seoul National University（国際学会）

グローバル・フォーラム

高柳彰夫

高柳彰夫

渡邊啓貴

渡邊啓貴

グローバル・フォーラム

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Possible Recommendation or Guidance on Partnering with Civil Society by OECD/DAC: An Analysis of “Action Points” in the
OECD Report, DAC Members and Civil Society

CSO - Government Aid Agencies Partnerships in Japan: Recent Trends and Future Challenges

欧州政策パネル「欧州議会選挙後の欧州の行方」

欧州政策パネル「混沌の英EU離脱問題」



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

国際開発学会第30回研究大会

"日本ナレッジ・マネジメント学会  新産業革命研究部会"（招待講演）

Ulaanbaatar Dialogue（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

高柳彰夫

Noboru Miyawaki

 ２．発表標題

 ２．発表標題

首藤もと子

Akio Takayanagi

グローバル・ガバナンス学会第９回研究会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

SDGｓから考える多様性

Cooperation between Landlocked Area and Islands Area in NEA, at the Sixth Ulaanbaatar Dialogue on NEA Security,

ASEANの移民労働ガバナンスの展開－制度化、拡張と深化（国内化

"CSO-Government Partnership: Lessons from the  Canadian Experience"

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本国際政治学会2019年度研究大会　部会3

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

国際法学会

宮脇昇

宮脇昇

Kazunari Sakai

奥迫　元

鹿児島大学島嶼研シンポジウム（招待講演）

The 10th Kobe University Brussels European Centre Symposium &laquo;Open Science, Evolving Societies: New Horizons for EU-
Japan Research&raquo;（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

国際合意の履行と破約―国際政治学の観点から

地域対話におけるモンゴルの役割　欧州の経験から

Significance of the Japan-EU Strategic Partnership Agreement (SPA) from Soft Power and Interregionalism Point of View

「グローバル化時代の国際理論に関する一考察―効果的で公正なグローバル・ポリティクスを求めて

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The Korean Association of International Studies（国際学会）

名古屋大学グローバルメディア研究センター第6回国際パブリック・レクチャー

第2回欧州政策パネル（招待講演）

平川幸子

中村登志哉（討論者）

中村登志哉

中村登志哉

日本EU学会第40回研究大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Japan’s Perspective on FOIP(S): Formation toward “International Public Goods

「Paradox of German Power- Implications for Japan」

「欧州のドイツか、ドイツの欧州か： ベルリンの壁崩壊30年後の欧州の未来図」

「ドイツにおける多国間主義と欧州懐疑主義の相克」



2020年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

　 Kyoto Transdisciplinary & Transnational Forum 2018 “Circle of Emptiness and Wholeness”（招待講演）（国際学会）

国際アジア共同体学会　2018春季大会 2018年6月24日（日）（招待講演）（国際学会）

シンポジウム「グローバル・プレイヤーとしての日仏協力：日仏協力の現実と未来」（国際交流基金「ジャポニスム2018」）
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